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CES 2022：人々の生活の質の向上とさらなるクライメートア

クションのために – ネットワーク化されたスマートソリュー

ションがボッシュの成長を推進 

ボッシュのあらゆる種類の製品がネットワーク接続可能に 

 

 スマートホーム：ネットワーク接続可能なデバイスの売上が 50%増加 

 スマートカー：ボッシュはソフトウェアが主役となる未来のモビリティを形成 

 AI（人工知能）：センサーが森林火災の早期警告や、医療診断を支援 

 Bosch Tech Compass：大半の調査回答者はテクノロジーをより良い世界へのカ

ギと見る 

 タニア・リュッカート（Tanja Rückert）：「私たちは、AI（人工知能）と IoT（モノのイン

ターネット化）は、本当の付加価値をもたらす最良の手段だと信じています」 

 

 

 

ラスベガス（米国） –ボッシュは、スマートなネットワーク化ソリューションによって、自

宅、路上、職場、病院または宇宙など、あらゆる場所においてさまざまな人々の日常生

活を改善しようとしています。それと同時に、ソフトウェア、サービスおよびライセンスを

通じて新たな事業分野に参入しようとしています。「私たちは、お客様のメリットを増大

させるために、コア事業を体系的にデジタル化しています。今後、私たちは、すべての

デジタル製品の売上をサービスベースの収益に変えることも目指しています」と、ボッ

シュ・グループのチーフデジタルオフィサーを務めるタニア・リュッカートは、ラスベガス

の CESにおいて述べています。この目標を達成するために、ボッシュは、IoTと AIの

組み合わせ、すなわちモノのインターネット化（IoT）と人工知能（AI）を結びつけることに

焦点を当てています。 

 

これにより、ネットワーク化された製品が情報を提供し、次に AIを用いて情報が処理さ

れ、そうした製品向けのソフトウェアアップデートに組み込まれるという好循環が生まれ

ます。このアプローチの中心にあるのは、お客様のメリットです。なぜなら、それによっ

てユーザーが開発プロセスに欠かせない存在になり、ユーザーのニーズに正確に合わ

せたソリューション提供が可能になるからです。さらに言えば、開発も価値創造も、製

品を販売すれば終わりではありません。「AIと IoTを組み合わせることが、両方のテク

ノロジーがユーザーにもたらすメリットを最大限に生かすカギとなるボッシュは考えてい

ます」と、リュッカートは語っています。「このアプローチは、新たなビジネスモデルの開
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発を可能にする以外にも、個人と社会全体に本当の付加価値をもたらす、より良い製

品とソリューションの提供に役立ちます」 

 

ソフトウェアの専門知識を拡大：現在、ボッシュはすでに未来を形成している 

ボッシュは、はるか前にこのための基礎を築きました。今年から、あらゆる種類のエレ

クトロニクス製品がネットワーク接続可能になります。ネットワーク化された電動工具、

家電製品およびヒーティングシステムの販売台数は、2020年の 400万台から 2021

年の 600万台以上へと、1年で 50%成長しました。ボッシュが設立した、AIにおける

強力部門「AIセンター（BCAI：Bosch Center for Artificial Intelligence）」では既に、約

3億ユーロもの業績に貢献しています。 

 

加えて、ボッシュは、毎年 40億ユーロ以上をソフトウェア領域に投資しており、そのう

ち約 30億ユーロはモビリティ事業に向けられています。ソフトウェアが主役となる未来

のモビリティを形成するために、ボッシュは、2022年の半ばをもって、アプリケーション

に依存しないソフトウェアの開発をひとつの部門に集約します。今後は子会社である

ETAS GmbHの下で基本ソフトウェア、ミドルウェア、クラウドサービス、汎用アプリ

ケーションの開発ツールなどを開発・販売していきます。また、モビリティのネットワーク

化と自動化も急速に進展させています。ボッシュは過去 5年間に、運転支援システム

およびそれに関連するセンサーだけで、約 90億ユーロの売上高を生み出しました。 

 

Bosch Tech Compass：世界中の 5カ国で実施された調査 

ボッシュが 5カ国で実施し、CESで初めて公表された調査 Bosch Tech Compassで

は、世界中の人々が新しいテクノロジーに期待していることが明らかになりました。調

査結果によると、回答者の大半（72%）は、テクノロジーの進歩が世界をより良い場所

にすると考えており、気候変動との戦いのカギを握ると考えています（76%）。同時に、

テクノロジーは個人的なニーズに応じるよりも社会の大きな課題に取り組むことに焦点

を合わせるべきだと、5人中 4人が考えています。「ボッシュも、テクノロジーが幅広い

メリットを提供すると信じています」と、リュッカートは述べています。「私たちがハイテク

について語るときは、可能なことの限界に挑むことだけを話しているのではありませ

ん。私たちは、あらゆる場所で人々の生活を改善するための手段としてテクノロジーを

用います」 

 

宇宙から小児科医療まで：ボッシュの SoundSeeセンサーシステム 

AIとネットワーク化のメリットの一例が、SoundSeeセンサーシステムです。これは、

2019年の後半から ISS上で異常な音を識別するために宇宙を移動しており、AIアル

ゴリズムを用いて分析を行い、保守がいつ必要になるのかを示します。現在、ボッシュ

は、ピッツバーグ（米国）の非営利医療法人 Highmark Health社と協力して、このテク

ノロジーの完全な実用化を目指しており、音響 AIが、小児科医療で診断ツールとして

どのように利用できるのかを検証しています。ボッシュと Highmarkは、特に初期の喘

息などの肺疾患を子供の呼吸パターンを聞くだけで検出できるように、センサーの適合

に取り組んでいます。「革新技術を用いて子供の健康を改善する – これこそまさに私

たちの言うハイテクです」と、ボッシュ北米法人社長のマイク・マンスエッティは語ってい
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ます。医療分野における SoundSeeの活用は、ボッシュのコーポレートスローガンであ

る「Invented for life」を体現しています。 

 

市場で初めて AIを搭載したボッシュの新しいガスセンサーは、人間と自然の両方を守

る役割を果たします。これは、Dryad社の Silvanet Wildfireセンサーに、いわばにお

いを検出するために組み込まれ、森林火災の早期検出に貢献します。Dryad社のセン

サーは、木に取り付けられ、その場の微気候を継続的にモニターすることでぼやを検

出します。そして、カメラや衛星ベースのシステムよりもはるかに速く現地当局に無線で

通知します。これは、火災による荒廃を防ぐだけではなく、森林火災からの CO2排出

量の削減にも繋がります。「このセンサーは、命と住居を守り、何トンもの二酸化炭素

の大気放出を防ぐのに役立ちます。すべては AIとネットワーク化のおかげです」と、マ

ンスエッティは述べています。 

 

ハイテク#LikeABosch：スマートソリューションの新しいキャンペーン 

ボッシュの新しい陽気なキャンペーンでは、 人々の日常生活における些細なことを改

善するために開発されたソリューションを紹介しています。タイトルは「ハイテク

#LikeABosch - ネットワーク化されたインテリジェントでサステイナブルな多くのソ

リューション」で、視聴者に、主人公の日常の出来事を紹介します。この中で主人公

は、スマートグラスからネットワーク化された eBike、職場へのデジタルアクセスパスま

で、複数のボッシュのソリューションを使用します。これを見ると、映像の冒頭で母親を

「時代遅れ」と言った 10代の息子の方が、取り残されているように思えます。 

 

報道用画像：#bd0a1c30, #a939e149, #e8654417, #9558b295, #ddcf3269, 

#2383af8d, #95432bdd, #1ce55098 

 

 

Contact persons for press inquiries: 

Bosch at CES: Irina Ananyeva, +49 711 811-47990 

Connected mobility: Annett Fischer, +49 711 811-6286 

Automated mobility: Caroline Schulke, +49 711 811-7088 

Smart living: Dörthe Warnk, +49 711 811-55508 

Internet of things, AI, research: Christiane Wild-Raidt, +49 711 811-6283 

Twitter: @BoschPresse 

 

 
世界のボッシュ・グループ概要 

ボッシュ・グループは、グローバル規模で革新のテクノロジーとサービスを提供するリーディングカン
パニーです。2020年の従業員数は約 39万 5,000人（2020年 12月 31日現在）、売上高は 715億
ユーロ（約 8.7兆円*）を計上しています。現在、事業はモビリティ ソリューションズ、産業機器テクノロ
ジー、消費財、エネルギー・ビルディングテクノロジーの 4事業セクター体制で運営しています。ボッ
シュは IoTテクノロジーのリーディングプロバイダーとして、スマートホーム、インダストリー4.0 さらに
コネクテッドモビリティに関する革新的なソリューションを提供しています。ボッシュは、サステイナブ
ル、安全かつ魅力的なモビリティを追求しています。ボッシュはセンサー技術、ソフトウェア、サービス
に関する豊富な専門知識と「Bosch IoT cloud」を活かし、さまざまな分野にまたがるネットワークソ
リューションをワンストップでお客様に提供することができます。ボッシュ・グループは、AI（人工知能）
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を搭載する、もしくは AIが開発・製造に関わった製品を提供することで、コネクテッドライフを円滑にす
ることを戦略目標に掲げています。ボッシュは、革新的で人々を魅了する全製品とサービスを通じて
生活の質の向上に貢献します。つまり、ボッシュはコーポレートスローガンである「Invented for life」-
人と社会に役立つ革新のテクノロジーを生み出していきます。ボッシュ・グループは、ロバート・ボッ
シュ GmbHとその子会社 440社、世界約 60カ国にあるドイツ国外の現地法人で構成されており、
販売／サービスパートナーを含むグローバルな製造・エンジニアリング・販売ネットワークは世界中の
ほぼすべての国々を網羅しています。ボッシュは 2020年第一四半期に、世界 400超の拠点でカー
ボンニュートラルを達成しています。ボッシュの未来の成長のための基盤は技術革新力であり、世界
129の拠点で約 7.3万人の従業員が研究開発に、そのうち約 3.4万人がソフトウェアエンジニアリン
グに携わっています。 

 

ボッシュの起源は、1886年にロバート･ボッシュ（1861～1942年）がシュトゥットガルトに設立した「精
密機械と電気技術作業場」に遡ります。ロバート・ボッシュ GmbHの独自の株主構造は、ボッシュ・グ
ループの企業としての自立性を保証するものであり、ボッシュは長期的な視野に立った経営を行い、
将来の成長を確保する重要な先行投資を積極的に行うことができます。ロバート・ボッシュ GmbHの
株式資本の 94％は慈善団体であるロバート・ボッシュ財団が保有しており、残りの株式はロバート・
ボッシュ GmbHおよび創業家であるボッシュ家が所有する法人が保有しています。議決権の大半は
ロバート・ボッシュ工業信託合資会社が保有し、株主の事業機能を担っています。 

 

*2020年の為替平均レート、1ユーロ＝121.8458円で計算 

 

さらに詳しい情報は 以下を参照してください。 

www.bosch.com ボッシュ・グローバル・ウェブサイト （英語） 
www.bosch-press.com ボッシュ・メディア・サービス （英語） 
https://twitter.com/BoschPresse ボッシュ・メディア 公式ツイッター （ドイツ語） 
www.bosch.co.jp/ ボッシュ・ジャパン 公式ウェブサイト （日本語） 
https://twitter.com/Boschjapan ボッシュ・ジャパン 公式ツイッター （日本語） 
https://www.facebook.com/bosch.co.jp ボッシュ・ジャパン 公式フェイスブック （日本語） 
https://www.youtube.com/boschjp ボッシュ・ジャパン 公式 YouTube （日本語） 
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